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SummerSummer
残暑お見舞い申し上げます

新会長登場 新加工システム
搬入出を自動化

虹技の姫路東工場

豊
通
、印
に
再
エ
ネ
新
会
社

4
―
6
月鋼材販売減少響く

中山製鋼所
経常益31％減

子
供
参
観
日
開
く

日
鉄
物
産

新
本
社
屋
建
設

予
定
地
で
地
鎮
祭

日
亜
鋼
業

脱
炭
素
シ
ン
ポ
で

宇
津
野
会
長
講
演

菊
川
工
業

「
モ
ノ
づ
く
り
の
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
」

を
強
み
と
し
て
鉄
に
関
わ
る
一
貫
ビ
ジ
ネ
ス
を
展

開
す
る
シ
マ
ブ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
本
社
＝

神
戸
市
灘
区
、
木
谷
謙
介
社
長
）。昨
年
、
創
業
1

1
5
周
年
を
機
に
ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
刷
新

し
、
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
関
連
で
は
船
舶
解
体
の
新
鋼

商
事
（
本
社
＝
熊
本
県
八
代
市
）
を
子
会
社
化
す

る
な
ど
事
業
領
域
を
拡
大
し
て
い
る
。
木
谷
社
長

に
前
期
の
業
績
や
今
後
の
展
望
な
ど
を
聞
い
た
。

―
―
ま
ず
は
前
期
（
2

0
2
5
年
3
月
期
）
の
業

績
を
振
り
返
っ
て
。

「
前
期
か
ら
決
算
期
を

12
月
期
か
ら
3
月
期
に
変

更
し
て
お
り
、
前
期
は
推

定
値
と
し
て
の
比
較
に
な

る
が
、
売
上
高
は
前
々
期

に
比
べ
て
1
％
減
、
経
常

利
益
は
13
％
増
え
て
減
収

増
益
だ
っ
た
。
鉄
ス
ク
ラ

ッ
プ
や
鋼
材
市
況
の
下

落
、
需
要
の
減
退
な
ど
で

売
上
高
は
減
少
し
た
が
、

利
益
は
大
型
解
体
工
事
の

本
格
始
動
な
ど
が
寄
与
し

た
。
事
業
別
で
は
、
営
業

事
業
本
部
（
ス
ク
ラ
ッ
プ

や
鋼
材
販
売
、解
体
な
ど
）

は
減
収
増
益
。
生
産
事
業

本
部
（
請
負
作
業
や
作
業

者
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
デ

コ
ブ
ル
の
販
売
な
ど
）
は

増
収
増
益
と
な
っ
た
。
鉄

ス
ク
ラ
ッ
プ
や
鋼
材
な
ど

の
総
扱
い
量
は
、
当
初
計

画
の
1
6
3
万
㌧
に
対
し

て
実
績
は
1
5
4
万
㌧
だ

っ
た
が
、
前
々
期
の
実
績

比
で
は
微
減
に
と
ど
ま
り

健
闘
し
た
。
鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
の
輸
出
量
は
37
万
㌧

で
、
他
社
と
の
共
同
輸
出

に
も
取
り
組
ん
だ
」

―
―
設
備
投
資
の
実
績

を
。「

鋼
材
加
工
を
手
掛
け

る
池
田
工
場
（
兵
庫
県
加

古
川
市
）
の
レ
ベ
ラ
ー
シ

ャ
ー
を
刷
新
し
、
加
工
能

力
を
月
2
0
0
0
㌧
に
増

強
。
最
大
板
厚
を
従
来
の

3
㍉
か
ら
9
㍉
に
引
き
上

げ
、
ハ
イ
テ
ン
材
の
加
工

も
可
能
に
な
っ
た
。
グ
ル

ー
プ
会
社
で
は
、
昨
年
10

月
に
シ
マ
ブ
ン
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
（
兵
庫
県
播
磨

町
）
の
厚
生
棟
を
刷
新
し

た
。
従
業
員
満
足
度
の
向

上
や
定
着
率
の
改
善
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
食
堂
の

拡
大
や
女
性
用
更
衣
室
と

多
目
的
ト
イ
レ
な
ど
を
設

置
し
、
き
れ
い
な
環
境
で

業
務
が
で
き
る
よ
う
配
慮

し
た
」

―
―
そ
の
ほ
か
新
た
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
は
。

「
請
負
作
業
の
作
業
効

率
改
善
も
検
討
し
て
お

り
、
そ
の
一
環
で
鋼
板
用

の
半
自
動
研
削
機
を
開
発

し
た
。
試
験
機
を
製
作
し

実
機
導
入
の
準
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
。『
デ
コ
ブ

ル
』
は
小
型
化
し
た
2
号

機
を
市
場
投
入
し
、
新
規

ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
引
き
合

い
も
あ
り
3
0
0
0
台
の

販
売
目
標
を
超
過
達
成
し

た
」―

―
人
手
不
足
へ
の
対

応
や
待
遇
面
で
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
。

「
海
外
人
材
を
積
極
的

に
雇
用
し
て
お
り
協
力
会

社
も
含
め
て
現
在
は
1
0

0
人
（
3
月
末
時
点
）
を

超
え
て
い
る
。
安
全
配
慮

と
し
て
、
現
場
に
ベ
ト
ナ

ム
語
の
標
識
を
設
け
る
な

ど
の
対
応
も
行
っ
て
い

る
。
従
業
員
へ
の
待
遇
面

で
は
、
今
年
の
春
闘
で
基

本
給
を
5
・
2
％
引
き
上

げ
る
（
定
昇
ベ
ア
）
だ
け

で
な
く
、
期
末
に
利
益
の

一
部
を
従
業
員
に
『
特
別

賞
与
』
と
し
て
還
元
し
て

い
る
」

―
―
昨
年
、
船
舶
解
体

（
解
撤
）
の
新
鋼
商
事
を

子
会
社
化
し
た
。

「
こ
れ
ま
で
呉
工
場
と

グ
ル
ー
プ
会
社
の
宮
地
サ

ル
ベ
ー
ジ
で
大
型
構
造
物

や
船
舶
を
解
体
し
て
い
た

が
、
新
鋼
商
事
が
加
わ
り

広
島
、
香
川
、
熊
本
の
3

拠
点
で
海
洋
関
連
の
解
体

を
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
ら
の
能
力
を
足

す
と
解
撤
で
は
国
内
最
大

手
と
な
る
。
今
後
、
高
炉

メ
ー
カ
ー
の
電
炉
シ
フ
ト

で
需
要
の
高
ま
り
が
予
想

さ
れ
る
高
品
位
ス
ク
ラ
ッ

プ
の
獲
得
に
向
け
て
仕
入

れ
の
強
化
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
新
規
取
引
先
を
獲

得
し
て
い
る
。
呉
工
場
で

は
当
社
に
と
っ
て
過
去
最

大
級
と
な
る
1
2
0
㌧
ク

ロ
ー
ラ
ー
ク
レ
ー
ン
を
導

入
し
て
お
り
事
業
拡
大
の

体
制
も
整
っ
て
い
る
。
シ

ッ
プ
リ
サ
イ
ク
ル
条
約
対

応
に
つ
い
て
は
宮
地
サ
ル

ベ
ー
ジ
、
新
鋼
商
事
と
も

に
許
認
可
の
申
請
済
み

だ
」―

―
今
期
の
業
績
見
通

し
は
。

「
業
績
見
通
し
は
米
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
の
就
任
前

に
策
定
し
た
利
益
計
画
に

基
づ
い
て
お
り
、
関
税
政

策
の
影
響
な
ど
を
織
り
込

ん
で
い
な
い
た
め
具
体
的

な
説
明
が
難
し
い
。
ス
ク

ラ
ッ
プ
市
場
は
、
国
内
は

粗
鋼
生
産
の
減
少
で
鉄
ス

ク
ラ
ッ
プ
消
費
量
の
減
少

が
予
想
さ
れ
る
。海
外
も
、

中
国
が
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の

代
替
と
な
る
余
剰
鋼
材
の

輸
出
を
増
や
し
て
お
り
需

要
は
減
少
す
る
と
考
え
て

い
る
。
相
場
は
、
為
替
動

向
や
ト
ラ
ン
プ
関
税
の
行

方
次
第
と
言
え
る
」

―
―
新
た
に
取
り
組
む

こ
と
を
。

「
就
労
環
境
の
改
善
を

目
的
と
し
た
投
資
、
支
出

を
行
う
。
先
程
申
し
上
げ

た
シ
マ
ブ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
で
の
厚
生
棟
の
刷

新
は
こ
の
取
り
組
み
の
先

駆
け
で
、
本
投
資
は
当
期

純
利
益
の
2
割
の
金
額
を

翌
期
に
就
労
環
境
改
善
投

資
の
た
め
に
予
算
化
し
て

行
う
ス
キ
ー
ム
だ
。
こ
れ

ら
は
、
従
来
か
ら
あ
っ
た

保
全
や
能
力
向
上
関
係
の

設
備
投
資
計
画
と
は
別
で

実
施
す
る
。
今
期
は
ま
ず

請
負
職
場
で
の
暑
熱
対
策

や
食
堂
、
更
衣
室
、
ト
イ

レ
を
改
修
し
、
働
き
や
す

い
環
境
を
構
築
す
る
。
請

負
作
業
だ
け
で
も
協
力
会

社
を
含
め
て
1
0
0
0
人

以
上
が
従
事
し
て
お
り
、

ロ
ッ
カ
ー
一
つ
を
変
え
る

に
し
て
も
費
用
が
大
き
く

一
度
に
は
で
き
な
い
。
各

部
署
か
ら
人
を
募
っ
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作

り
、
順
次
具
体
化
し
て
い

く
」―

―
そ
の
他
の
取
り
組

み
は
。

「
今
期
は
中
期
経
営
計

画
（
23
―
25
年
）
の
最
終

年
度
。
需
給
や
市
況
に
左

右
さ
れ
な
い
事
業
領
域
の

拡
大
や
、
そ
れ
を
踏
ま
え

た
業
界
経
験
者
の
中
途
採

用
も
積
極
的
に
検
討
し
た

い
。
そ
の
ほ
か
、
船
舶
や

大
型
構
造
物
を
解
体
す
る

3
拠
点
の
連
携
で
高
品
位

ス
ク
ラ
ッ
プ
の
発
生
源
確

保
に
も
引
き
続
き
努
め

る
。
ま
た
、
デ
コ
ブ
ル
に

つ
い
て
は
、
今
年
6
月
に

労
働
安
全
衛
生
規
則
の
改

正
で
熱
中
症
の
予
防
も
含

め
た
対
策
の
強
化
が
義
務

化
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

さ
ら
な
る
販
売
拡
大
を
図

っ
て
い
く
」

（
石
橋

栄
作
）

虹
技
は
6
日
、
姫
路
東

工
場
（
兵
庫
県
姫
路
市
）

の
デ
ン
ス
バ
ー
工
場
に
、

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
を
組
み

込
ん
だ
自
動
加
工
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
た
と
発
表
し

た
。
7
月
か
ら
テ
ス
ト
稼

働
し
て
お
り
、
夜
間
の
自

動
運
転
に
よ
る
加
工
能
力

の
向
上
や
納
期
短
縮
、
人

手
不
足
の
解
消
な
ど
を
見

込
む
。投
資
額
は
1
億
円
。

導
入
し
た
シ
ス
テ
ム

は
、
加
工
機
と
産
業
用
ロ

ボ
ッ
ト
を
連
動
さ
せ
、
こ

れ
ま
で
作
業
者
が
行
っ
て

い
た
加
工
機
へ
の
製
品
の

搬
入
出
を
自
動
化
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
量
産
品
の
自

動
加
工
が
可
能
と
な
る
。

加
工
機
は
武
田
機
械
製
の

Ｂ
Ｘ
Ｒ
4
6
0
Ｓ
Ｆ
と
、

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
は
フ
ァ

ナ
ッ
ク
製
を
採
用
し
た
。

同
工
場
は
、
デ
ン
ス
バ

ー
（
連
続
鋳
鉄
鋳
造
棒
）

の
ほ
か
プ
レ
ス
金
型
鋳
物

を
は
じ
め
産
業
機
械
関
連

や
鉄
鋼
関
連
の
鋳
物
な
ど

を
手
掛
け
る
。
デ
ン
ス
バ

ー
は
、
同
社
が
連
続
鋳
造

法
で
製
造
す
る
鋳
鉄
棒
の

商
品
名
で
、
材
質
や
種
類

の
豊
富
さ
、
品
質
の
優
位

性
に
よ
り
同
社
が
市
場
の

70
％
以
上
の
シ
ェ
ア
を
有

す
る
。

5
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た

定
時
総
会
後
の
理
事
会
で
日

本
鋳
鍛
鋼
会
の
第
20
代
会
長

に
松
尾
宗
義
・
大
同
特
殊
鋼

常
務
執
行
役
員
素
形
材
事
業

部
長
が
選
任
さ
れ
た
。「
足
元

の
課
題
を
掌
握
し
て
、
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
会
員
は
企
業
の
規
模
が

異
な
り
、
抱
え
て
い
る
課
題

に
違
い
が
あ
る
た
め
、
丁
寧

に
見
極
め
、
各
社
の
対
応
に

協
力
で
き
る
会
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
抱
負
。
大

規
模
事
業
者
は
労
働
力
不
足

が
、
中
小
規
模
事
業
者
は
労

務
費
上
昇
に
伴
う
売
価
へ
の

転
嫁
が
そ
れ
ぞ
れ
重
要
テ
ー

マ
と
認
識
し
、「
Ｄ
Ｘ
を
中
心

と
し
た
生
産
性
改
善
な
ど
が

乗
り
切
る
た
め
の
手
段
。
情

報
を
提
供
す
る
な
ど
フ
ォ
ロ

ー
し
た
い
」
と
語
る
。

大
同
特
殊
鋼
入
社
後
36
年

の
う
ち
鍛
造
事
業
に
27
年
携

わ
り
、
航
空
機
関

連
で
は
世
界
の
大

手
需
要
家
を
担

当
。
副
会
長
を
2

年
間
務
め
た
日
本

鋳
鍛
鋼
会
は
、「
人

材
育
成
や
技
術
、

品
質
保
証
や
安
全

な
ど
各
部
会
を
設

置
す
る
、
素
晴
ら

し
い
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

持
つ
。
こ
れ
を
活
用
し
て
意

見
や
情
報
を
集
め
て
共
有

し
、
発
展
や
問
題
解
決
に
つ

な
げ
る
」。

鋳
鍛
鋼
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、

「
国
内
だ
け
で
は
低
迷
か
ら

抜
け
出
せ
ず
、
世
界
に
目
を

向
け
る
こ
と
が
重
要
」
と
分

析
す
る
と
と
も
に
、「
航
空
機

や
原
子
力
発
電
に
関
わ
る
と

こ
ろ
な
ど
鍛
鋼
、
鋳
鋼
と
も

に
商
品
や
技
術
、
安
定
供
給

と
い
っ
た
わ
れ
わ
れ
が
強
み

を
発
揮
で
き
る
領
域
で
良
い

方
向
に
進
ん
で
い
る
。
世
界

市
場
や
期
待
領
域
に
向
け
た

商
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

や
新
規
参
入
を
促
し
て
い
き

た
い
」
と
意
気
込
む
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

へ
の
対
応
は
「
果
た
す
べ
き

大
き
な
課
題
だ
。
エ
ネ
ル
ギ

ー
転
換
を
は
じ
め
、
生
産
性

向
上
や
歩
留
ま
り
改
善
な
ど

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

Ａ
Ｉ
の
活
用
、
Ｄ
Ｘ
や
Ｇ
Ｘ

の
推
進
も
重
要
で
、
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ル
を
使
っ
て
情
報

を
発
信
し
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
い
き
た
い
」。経
済

産
業
省
の
指
導
を
得
る
ほ

か
、
素
形
材
関
連
な
ど
他
の

団
体
と
の
連
携
で
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
目
指
し
て
い
く
。

09
―
14
年
の
5
年
間
、
米

国
・
シ
カ
ゴ
で
の
営
業
経
験

で
、「
宗
教
や
人
種
的
に
異
な

る
人
達
と
の
仕
事
を
通
じ

て
、『
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
え
す
れ

ば
絶
対
に
で
き
る
』
と
実
感

し
た
」と
し
、鍛
造
に
長
年
携

わ
り「
一
喜
一
憂
せ
ず
、し
っ

か
り
戦
略
を
立
て
て
実
行
す

る
こ
と
を
学
ん
だ
」
と
笑
み

を
見
せ
る
。（
濱
坂

浩
司
）

豊
田
通
商
は
6
日
、
イ

ン
ド
現
地
法
人
の
豊
田
通

商
イ
ン
デ
ィ
ア
を
通
じ
、

イ
ン
ド
有
数
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
者

で
あ
る
ク
リ
ー
ン
マ
ッ
ク

ス
・
エ
ン
バ
イ
ロ
・
エ
ナ

ジ
ー
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ（
本
社
＝
ム
ン
バ
イ
、ク

ル
デ
ィ
ー
プ
・
ジ
ェ
イ
ン

社
長
）と
、日
系
企
業
を
中

心
に
イ
ン
ド
国
内
で
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給

な
ら
び
に
事
業
運
営
を
行

う
新
会
社
を
設
立
す
る
こ

と
で
合
意
し
た
と
発
表
し

た
。
豊
田
通
商
グ
ル
ー
プ

の
イ
ン
ド
で
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
は
今
回

が
初
の
取
り
組
み
で
、
年

内
の
新
会
社
設
立
、
事
業

開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

新
会
社
は
、
イ
ン
ド
に

進
出
し
て
い
る
日
系
企
業

向
け
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
を
支
援
す
る

Ｐ
Ｐ
Ａ
事
業
を
展
開
。
オ

ン
サ
イ
ト
・
オ
フ
サ
イ
ト

で
太
陽
光
発
電
を
中
心
に

電
力
を
供
給
し
、
顧
客
ニ

ー
ズ
に
応
じ
風
力
発
電
所

の
開
発
、
運
営
も
行
う
。

イ
ン
ド
政
府
は
2
0
7

0
年
ま
で
で
の
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
の
ネ
ッ
ト
ゼ

ロ
化
、
30
年
ま
で
で
の
非

化
石
燃
料
に
よ
る
発
電
容

量
の
5
0
0
㌐
㍗
へ
の
引

き
上
げ
を
目
標
に
掲
げ
て

お
り
、
現
地
進
出
の
日
系

企
業
に
よ
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
へ
の
期

待
も
高
ま
っ
て
い
る
。

中
山
製
鋼
所
が
6
日
発

表
し
た
2
0
2
5
年
4
―

6
月
期
連
結
決
算
は
、
経

常
利
益
が
前
年
同
期
比
30

・
9
％
減
の
17
億
7
4
0

0
万
円
だ
っ
た
。
鋼
材
販

売
数
量
の
減
少
や
固
定
費

の
増
加
な
ど
が
利
益
を
圧

迫
し
た
。

売
上
高
は
同
18
・
4
％

減
の
3
8
8
億
9
7
0
0

万
円
、
営
業
利
益
は
同
31

・
1
％
減
の
17
億
8
7
0

0
万
円
と
な
っ
た
。
電
炉

主
原
料
と
な
る
鉄
ス
ク
ラ

ッ
プ
が
値
下
が
り
す
る
一

方
、
中
国
か
ら
の
鋼
材
流

入
が
高
水
準
で
推
移
し
て

い
る
影
響
で
製
品
販
売
価

格
も
下
落
。
純
利
益
は
同

36
・
3
％
減
の
10
億
8
2

0
0
万
円
だ
っ
た
。

26
年
3
月
期
の
通
期
業

績
予
想
は
売
上
高
が
前
期

比
7
・
0
％
減
の
1
5
7

5
億
円
、
経
常
利
益
が
同

13
・
8
％
減
の
70
億
円
と

従
来
予
想
を
据
え
置
い
て

い
る
。

日
鉄
物
産
は
6
―
7

日
、
本
社
（
東
京
都
中
央

区
）
で
子
供
参
観
日
を
開

催
し
、
6
日
は
小
学
1
―

6
年
生
の
子
供
21
人
、
父

兄
19
人
が
参
加
。
き
ょ
う

7
日
は
子
供
21
人
、
父
兄

17
人
が
参
加
予
定
だ
。

冒
頭
、「
パ
パ
・
マ
マ
の

1
日
紹
介
」
と
題
し
、
日

鉄
物
産
で
働
く
親
の
仕
事

を
紹
介
。「
名
刺
交
換
シ
ー

ル
ラ
リ
ー
」
で
職
場
を
訪

問
し
、同
僚
と
あ
い
さ
つ
、

名
刺
交
換
し
な
が
ら
首
か

ら
下
げ
た
シ
ー
ト
に
シ
ー

ル
を
貼
り
付
け
た
。
そ
の

後
3
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
社
長
室
を
訪
問
。

ク
イ
ズ
大
会
に
挑
戦
し
、

手
紙
を
作
成
し
た
。

子
供
た
ち
は
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
に
見
入
り
、
親
の

仕
事
の
理
解
を
深
め
た
。

多
数
の
名
刺
を
交
換
し
て

喜
び
、
ク
イ
ズ
で
は
札
を

あ
げ
て
積
極
的
に
回
答
す

る
姿
が
見
ら
れ
た
。
社
長

室
で
は
中
村
真
一
社
長
と

一
人
一
人
握
手
し
、
社
長

の
椅
子
に
座
っ
て
撮
影
し

た
。「
社
長
は
楽
し
い
で
す

か
」「
ど
う
し
て
社
長
に
な

っ
た
ん
で
す
か
」
な
ど
と

質
問
し
、
和
や
か
に
会
話

し
た
。

中
村
社
長
は
「
多
く
の

方
か
ら
応
募
が
あ
り
う
れ

し
い
。
き
ょ
う
の
結
果
を

見
た
上
で
、
皆
さ
ん
の
意

見
も
聞
き
、
ま
た
応
募
し

た
い
と
い
う
声
が
あ
れ
ば

来
年
も
続
け
て
開
催
し
た

い
」
と
述
べ
た
。
岩
田
敏

昭
常
務
執
行
役
員
は
「
き

ょ
う
が
皆
さ
ん
に
と
っ
て

楽
し
く
思
い
出
に
残
る
1

日
に
な
れ
ば
と
思
う
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

日
鉄
物
産
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
関

連
活
動
の
一
環
と
し
て
2

0
1
9
年
に
「
夏
休
み
子

ど
も
環
境
教
室
・
職
場
訪

問
」
を
開
催
し
て
お
り
、

子
供
の
職
場
訪
問
イ
ベ
ン

ト
は
6
年
ぶ
り
。

線
材
加
工
製
品
の
総
合

メ
ー
カ
ー
で
め
っ
き
線
業

界
ト
ッ
プ
の
日
亜
鋼
業

は
、
今
月
5
日
に
兵
庫
県

尼
崎
市
の
新
本
社
屋
建
設

予
定
地
で
地
鎮
祭
を
執
り

行
っ
た
。
晴
天
の
下
、
施

工
関
係
者
や
同
社
役
員
ら

が
参
列
し
、
今
後
の
工
事

の
安
全
と
社
業
の
発
展
を

祈
願
し
た
。
竣
工
は
2
0

2
6
年
度
上
期
を
予
定
し

て
い
る
。

新
本
社
屋
は
鉄
骨
造
の

3
階
建
て
で
、
延
べ
床
面

積
は
3
8
2
5
・
84
平
方

㍍
。
従
業
員
の
働
き
や
す

さ
の
向
上
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策

の
強
化
、
対
外
発
信
機
能

の
充
実
な
ど
を
目
的
に
、

敷
地
内
で
古
い
倉
庫
を
解

体
撤
去
し
た
跡
地
に
新
本

社
屋
を
建
設
す
る
。

大
西
利
典
社
長
は
、「
現

本
社
屋
は
建
設
か
ら
40
年

近
く
経
過
し
て
お
り
、
新

本
社
で
従
業
員
の
エ
ン
ゲ

ー
ジ
メ
ン
ト
向
上
や
人
財

確
保
に
つ
な
が
る
快
適
か

つ
便
利
な
オ
フ
ィ
ス
空
間

を
設
け
る
」
と
話
す
。

東
京
商
工
会
議
所
が
主

催
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
中
小
企
業
の
〝
攻
め
〞

の
脱
炭
素
経
営
」
が
先
月

30
日
に
都
内
で
開
催
さ
れ

た
。
建
築
物
の
金
属
製
内

外
装
工
事
な
ど
を
手
掛
け

る
、
菊
川
工
業
（
本
社
＝

東
京
都
墨
田
区
）
の
宇
津

野
嘉
彦
会
長
が
パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
登
壇
し
、
脱
炭

素
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、
脱
炭
素
経
営
を
テ
ー

マ
と
し
た
基
調
講
演
と
、

脱
炭
素
経
営
を
実
践
す
る

企
業
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
2
部
構

成
。
宇
津
野
会
長
は
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
脱
炭
素
経
営
を
実
践
す

る
会
社
と
し
て
登
壇
し

た
。
脱
炭
素
に
取
り
組
ん

だ
き
っ
か
け
に
つ
い
て

「
品
質
と
生
産
性
の
向
上

や
改
善
提
案
な
ど
を
2
0

0
4
年
か
ら
開
始
し
、
活

動
の
中
で
省
エ
ネ
に
つ
な

が
る
も
の
が
増
え
、
資
材

の
リ
サ
イ
ク
ル
や
廃
棄
物

の
削
減
に
貢
献
す
る
な
ど

一
定
の
成
果
を
上
げ
た
」

と
説
明
。「
そ
の
一
方
で
、

電
力
の
使
用
量
削
減
は
思

う
よ
う
に
進
ま
な
か
っ

た
。
東
商
の
『
攻
め
の
脱

炭
素
塾
』
を
通
じ
て
、
現

状
の
把
握
と
今
後
の
課
題

を
明
ら
か
に
で
き
た
。
白

井
工
場
は
取
り
組
み
前
に

比
べ
平
均
で
17
％
の
Ｃ

Ｏ
2
排
出
量
削
減
に
つ
な

が
っ
た
」
と
述
べ
た
。
同

社
は
副
資
材
や
梱
包
資
材

に
つ
い
て
、
標
準
化
や
再

利
用
の
推
進
で
、
産
業
廃

棄
物
の
削
減
が
進
ん
で
い

る
。
電
力
に
つ
い
て
は
Ｌ

Ｅ
Ｄ
へ
の
切
り
替
え
の
ほ

か
、
エ
ア
工
具
か
ら
電
動

工
具
へ
の
切
り
替
え
も
行

っ
て
い
る
。

最
後
に
「
脱
炭
素
と
生

産
性
向
上
は
別
の
も
の
で

は
な
く
、
生
産
性
向
上
の

延
長
線
上
に
、
省
エ
ネ
や

省
資
源
、
脱
炭
素
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
」
と
締
め

く
く
っ
た
。

4―6月期連結決算
(単位 :100万円、中段は前年同期、下段は通期予想）

売上高 営業利益 経常利益 純利益
三洋工業

5,811 98 155 93

6,293 297 364 138

32,000 2,000 2,150 1,400

栗本鉄工所
27,433 1,099 1,030 1,559

27,729 953 1,008 961

125,000 7,500 7,400 7,000

ニッパツ
199,953 11,047 12,022 8,976

193,783 12,164 19,206 15,058

800,000 47,000 53,000 40,000

カネソウ(非連結)
1,923 157 165 116

1,918 203 206 141

8,900 1,110 1,130 760

淀川製鋼所
52,769 4,196 5,125 3,401

52,595 4,061 5,120 3,210

199,000 11,600 17,000 11,500

就労環境改善投資に注力

シシママブブンンココーーポポレレーーシショョンン木谷謙介社長

日刊産業新聞25.8.7

地
鎮
祭
の
様
子
（
中
央

が
大
西
社
長
）

船
舶
解
体
3
拠
点
事
業
拡
大

船
舶
解
体
3
拠
点
事
業
拡
大

説
明
す
る
宇
津
野
会
長

デ
ン
ス
バ
ー
工
場
に
導
入

し
た
シ
ス
テ
ム

中
村
社
長
を
囲
み
参
加

者
と
記
念
撮
影

日刊産業新聞25.8.7

世
界
市
場
に
目
を
向
け
る

松尾宗義氏松尾宗義氏
日本鋳鍛鋼会


